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17 世紀に建てられた水車小屋「アーリントン・ミル」。織物生産、脱穀などの施設として村
人の生活を支えた後、博物館として利用された。現在は宿泊施設となっている。

コッツウォルズ中部に位置する小さな村バイブリーは、「イ
ングランドでもっとも美しい村」と称され、高い人気を誇る。

時がゆるりと流れる村

バイブリー

コッツウォルズ
 全４回シリーズ 

第 3 弾

アーリントン・ロウは村ナンバー・ワンの写真撮影スポット。
撮影に集中するあまり、小川に足を滑らせないよう要注意！
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「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
も
っ
と
も
美
し
い
村
」。

　

19
世
紀
に
活
躍
し
た
詩
人
で
芸
術
家
の

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
が
こ
う
形
容
し
た
バ

イ
ブ
リ
ー
。
２
０
１
０
年
以
降
に
発
行
さ
れ

た
英
国
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
開
く
と
、
そ
こ
に

は
村
を
特
徴
づ
け
る
石
造
り
の
コ
テ
ー
ジ

群
「
ア
ー
リ
ン
ト
ン
・
ロ
ウ
（A

rlington 
R
ow

）」
が
描
か
れ
て
お
り
、
英
国
が
誇
る

風
景
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

村
を
流
れ
る
コ
ル
ン
川
（R

iver Coln

）

と
Ｂ
４
４
２
５
が
並
行
す
る
通
り
に
車
を
停

め
、
ま
る
で
印
象
派
の
画
家
モ
ネ
が
描
い
た

絵
画
よ
う
な
小
さ
な
石
橋
を
渡
る
と
、
ラ
イ

ム
ス
ト
ー
ン
で
作
ら
れ
た
壁
と
ス
レ
ー
ト
の

屋
根
が
特
徴
的
な
ア
ー
リ
ン
ト
ン
・
ロ
ウ

が
近
づ
い
て
く
る
。
こ
の
コ
テ
ー
ジ
群
は
、

１
３
８
０
年
頃
に
修
道
士
が
管
理
す
る
羊
毛

の
貯
蔵
庫
と
し
て
建
て
ら
れ
た
後
、
17
世
紀

に
入
っ
て
ウ
ー
ル
の
織
工
ら
の
た
め
に
改
築

さ
れ
た
。
外
観
か
ら
す
る
と
２
階
建
て
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
の
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど

の
都
市
部
に
そ
び
え
る
歴
史
的
建
造
物
に
比

ア
ー
リ
ン
ト
ン
・
ロ
ウ
の
コ
テ
ー
ジ
。
き
れ
い
に
手
入
れ
さ
れ
た
草
花
か
ら
は
、
住
民
ら
が
大
切
に
家
を
受
け

継
い
で
い
る
様
子
が
伺
え
る
。

コルン川に架かる小さな石橋を渡ると、アーリントン・ロウにたどり着く。

白鳥が優雅に泳ぐコルン川。写真奥の左手がアーリントン・ロウ、
右手に広がる草地がラック・アイル。

週刊ジャーニー編集部では、バイブ
リーを題材に３分ほどのショートフィ
ルムを制作しました。下の QR コー

ド を 読 み 込 む か、
YouTube 上で「英
国ぶら歩き バイブ
リー」で検索して、
ご覧ください。

動画へ Go!
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マスの餌やりを体験してみよう！
バイブリー観光の目玉といっても過言ではな
い場所が「バイブリー・トラウト・ファー
ム」。1902 年に創業し、国内でもっとも古い
養殖場として名高い。もともとは、「地元の
川をブラウン・トラウトがのびのびと泳ぐ環
境にしたい」と考えた自然主義者がマスを育
てるための施設として作ったのが始まり。広
大な敷地内で、ニジマスやブラウン・トラウ
トが養殖される。年間最大で 600 万個にの
ぼる卵が孵化するのだそう。餌やり、釣り

（４～９月）、バーベキュー、ピクニックをす
ることができるほか、スモークしたマスなど
をお土産に買うこともできる。

入場料：大人 4.50 ポンド、子供 3.25 ポンド
www.biburytroutfarm.co.uk

コ
ル
ン
川
沿
い
に
建
ち
、
ツ
タ
に
覆
わ
れ
た
外
観
が
特
徴

的
な
ス
ワ
ン
・
ホ
テ
ル
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
地
元
で
獲
れ
た

マ
ス
料
理
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

入り口で入場料を支払い、餌を購入（カッ
プ１杯 60 ペンス、バケツ１杯６ポンド）。
１カップはすぐになくなることが予想され

たので、取材班は思い切ってバケツを選択！

敷地内にはコルン川の水を利用したいけすがいくつも連
なっている。静まりかえった水面を見ていると魚がいるの
かどうか不安になる。代わりに鴨たちがたむろしていて、

フレンドリーに近づいてくる…。ひょっとして魚の餌目当て !?

数あるいけす
の 中 か ら 適
当な場所を

選び、直径１センチ
弱の丸い餌をごっそ
りつかんで、いけす
にポイッ！

次の瞬間、水中で息を潜めていたマスが次々と現れ、
競うようにして一斉にジャンプ！ まるで水がボコボ
コと沸騰しているかのよう！ 途中からは思った通り

鴨も参戦。あまりの面白さに夢中になって撮影していると、魚た
ちの上げる水しぶきで服がびしょぬれになってしまった…。餌や
りの際はご注意を。

べ
る
と
、
驚
く
ほ
ど
に
小
ぢ
ん
ま
り
と
し
て

い
る
。
窓
枠
の
傾
き
や
今
に
も
剥
が
れ
落
ち

そ
う
な
ス
レ
ー
ト
の
屋
根
に
歴
史
と
趣
が
感

じ
ら
れ
る
。

　

ア
ー
リ
ン
ト
ン
・
ロ
ウ
の
目
の
前
に
は

「
ラ
ッ
ク
・
ア
イ
ル
（The R

ack Isle

）」
と

呼
ば
れ
る
湿
地
帯
が
広
が
っ
て
い
る
。
羊
毛

が
盛
ん
だ
っ
た
時
代
に
は
、
織
物
を
木
製
の

ラ
ッ
ク
（
棚
・
枠
）
に
か
け
て
こ
こ
で
乾
燥

さ
せ
て
い
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た
と

い
う
。
草
が
生
い
茂
る
ラ
ッ
ク
・
ア
イ
ル
を

右
手
に
見
な
が
ら
コ
ル
ン
川
の
支
流
に
沿
っ

て
伸
び
る
フ
ッ
ト
パ
ス
を
３
分
ほ
ど
歩
く
と
、

そ
の
先
に
旧
水
車
小
屋
が
現
れ
る
。
か
つ
て

の
織
工
ら
は
こ
の
小
屋
と
ラ
ッ
ク
・
ア
イ
ル
、

そ
し
て
ア
ー
リ
ン
ト
ン
・
ロ
ウ
を
行
き
来
し

て
日
々
の
生
活
を
営
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
木
漏

れ
日
の
中
、
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
そ
の
様
子
に
思
い
を
馳
せ
て
み
る
と
、

人
々
の
息
づ
か
い
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
。

　

機
械
技
術
が
め
ま
ぐ
る
し
く
発
展
し
た
産

業
革
命
期
に
、
手
仕
事
の
重
要
性
を
訴
え
た

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
。
バ
イ
ブ
リ
ー
を

「
も
っ
と
も
美
し
い
村
」
と
称
し
た
の
は
、
村

に
漂
う
こ
の
空
気
感
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

ファームの入り口はカフェになっており（写真上）、
マス料理を手ごろな価格で食べられる（３～９月）。
写真下は「Smoked Trout Fillet」（6.95 ポンド）。ス
モークあるいはベイクしたマスにレモンを添えただ
けのお手軽メニュー（4.50 ポンド）もあり！

踊り狂うマスが見られる !?
Bibury Trout Farm
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マスの餌やりを体験してみよう！

　石造りのコテージ群アーリントン・ロ
ウは現在、ナショナル・トラストが所有
し、同団体管理の下で一般の人々が暮ら
している。なんとこのうちの１棟、アー
リントン・ロウ９番地はホリデー・コテー
ジとして利用されていて、観光客も滞在
することができる。１棟貸しのセルフ・
ケータリング・スタイルなので、アーリ
ントン・ロウの住人になった気分を味わ
える場所だ。
　ベッドルームは２つで、最大で３名が

アーリントン・ロウに宿泊！
9 Arlington Row

宿泊費：３泊 312 ポンド～
www.nationaltrust.org.uk/holidays/9-
arlington-row-the-cotswolds

Travel Information    2018 年８月 27 日現在

Oxford
Bristol

London

●

● Bourton-on-the-Water 
▲

８月16日号
● Burford  

▲

８月 16 日号

●

● Broadway 

▲  

８月 23 日号

● Bibury 

▲

８月 30 日号

● Castle Combe
    

▲  

 ９月６日号

Gloucestershire

Worcestershire

Wiltshire

Stow-on-the-Wold

 
▲

８月 16 日号
Oxfordshire

Chipping Campden

 
▲

８月 23 日号

Warwickshire

宿泊可能。歴史的建造物とはいえ、寝室
や水回りはモダンに改装されているので、
そのあたりはご安心を。観光客がほとん
どいない早朝や夕暮れ時に村を散策した
り、ここを拠点にコッツウォルズのほか
の村々を訪れてみたりするのも良さそう。
最低３泊から宿泊できるが、土曜からの
７泊が推奨される（予約もしやすい）の
で、時間をたっぷりとって旅の計画を。

■ ロンドンから車
M40 でオックスフォード方面に向かい、ジャンクション８で A40 に
進む。28 マイルほど走りバーフォードを過ぎたあたりで B4425 へ
と左折。８マイルほど走ると到着する。ロンドンから約１時間 40
分。ロンドンから M4 でスウィンドン方面に走り、ジャンクション
15 で A419 → A417 と進み、サイレンセスターから B4425 をたどっ
て行くルートもあり。

■ ロンドンから公共交通
London Paddington 駅から電車で Kemble 駅へ（約１時間 15 分）。
駅からはタクシーで 20 ～ 25 分。

★ Bibury
A429

A419

A417

A40

Cirencester
●

●
Burford

B4425

B4425


